
伝統和菓子といえるでしょう。
昭和後期ころからは新たなお土産用のお菓子が登場し

ますが、そのモチーフは歴史や風土に根差したものが多
くなります。松江城をかたどったお菓子、「どじょう掬
い踊り」をデザイン化したお菓子、神話をモチーフとし
たお菓子や、勾玉をかたどったお菓子、ご縁をモチーフ
にしたお菓子など、文化遺産を背景としたお土産ものが
多く発売されています。そのほかにも『出雲国風土記』
日
ひの

御
み

碕
さき

本（県内で残る最古の風土記写本）をモチーフに
したパッケージのお菓子、「出雲國風土記」は、そのまま歴史通好みのネーミ
ングと包装デザインで、中身も出

しゅっ

西
さい

しょうがを混ぜ込んだお餅です。
老舗の和菓子店も、古くから伝わる伝統的な味や製法を受け継ぎつつ、新し

い感覚や流行に合う新たな和菓子の開発に余念がありません。伝統に安住する
ことなく、研鑽を続けておられることが、いまだ多くの愛好者に支えられる理
由のひとつと言えるでしょう。

Ⅶ．松江を代表する食文化と名物
松江の食は、豊かな素材に恵まれるとともに、城下町とそれを支える農漁村

という風土的特徴から、伝統的な味を継承しながら特色のある食文化をはぐく
んできました。それは、松江に住む市民の豊かな文化的土壌の基盤となるとと
もに、その高いポテンシャルが多くの観光客を呼び込む大きな要素となってい
ます。食文化は、時代の変化や地域間の交流など、歴史の流れの中で変化をし
ながら残ってきています。これからも、伝統的な素材や料理法、食文化にこだ
わりながらも、時代に即応した新たな食文化を育てていくことが大切です。そ
の基盤となる数多くの食の歴史文化の中から、特筆すべきものを挙げておきま
しょう。

〇七千年の健康食シジミ
島根の歴史上、現在に残る最古の名物はシジミです。7000年前に大量のシ

ジミの殻を捨てた佐
さ

太
た

講
こう

武
ぶ

貝塚は、海にも近いのに、とにかくシジミでいっぱ
い。その出汁のおいしさに加え、安定して取れていたのでしょう。健康にいい
ことも知っていたのかも。その後も、貝塚といえばシジミです。弥生時代、中
世とシジミ。松江城下町でたくさん出るのもシジミ。そして現在は、日本一の
ヤマトシジミの産地です。見た目は地味だけど、中身は絶品、これは今の島根
県や松江市の姿に似ていますね。本物の魅力です。

〇戦国時代より伝わる最上（西条）のほし柿
尼子、毛利の合戦までさかのぼるといわれる西条柿のほし柿。江戸時代には

藩主にも献上されました。東出雲町畑集落には、柿の古木に囲まれて、柿を干
すための柿小屋が今も活躍しています。伝統的な自然の手法にこだわったほし
柿は、歴史ある景観と相まって、まさに400年フード、最上のほし柿です。

〇江戸時代から親しまれた蕎麦切―出雲そばー
松江藩主松平家初代直政に仕えた上級武士が食べた蕎麦切＝松江の蕎

そ

麦
ば

。お
もに荒

こう

蕪
ぶ

地で作られた蕎
そ

麦
ば

が麵となって、グルメとなりました。やがて江戸時
代後期には庶民にも広がり、割り子や釜揚げなど、この地の独自のメニューも
生まれました。挽きぐるみで黒っぽい素朴な蕎

そ

麦
ば

は、香り抜群でよそにない出

銘菓「出雲國風土記」
（中浦食品株式会社）
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雲そばとして、全国ブランドへとステップアップ。地元の人にも観光客にも愛
される、まさに文化庁「100年フード」にふさわしい食文化となりました。

〇茶の湯が支えてきた喫茶の文化－お茶の習慣と和菓子－
松江は、京都、金沢と並んで茶処、菓子処として有名です。その要因に、江

戸時代の松江藩松平家七代藩主治
はる

郷
さと

公の存在があります。松平治郷公は不
ふ

昧
まい

と
称し、茶の湯文化を極めた大名茶人です。松江には不昧公が育んだ茶の湯文化
が、近代の顕彰活動を経て、今も生活の中に息づいています。まちでは、多く
の茶舗や和菓子の老舗が暖

の れ ん

簾を守り続けています。不昧公が目指した茶道は不
昧流として伝えられ、茶会で使われた「若草」「山川」「菜種の里」の松江三大
銘菓をはじめとした和菓子の数々は、現在にも受け継がれています。また、松
江の茶の湯文化は、松江の歴史、風土等を反映しながら継承され、日常的な生
活の中で培われてきた特有の文化です。市民のみならず、松江を訪れる観光客
もこの茶の湯やお菓子を目当てに訪れ、お土産としても喜ばれています。

〇海水・汽水・淡水の恵み
縄文時代以来、日本海に北面し、潟

せき

湖
こ

（汽水域、淡水域）が中央を縦断する
松江の地形と環境は、豊かな水辺に恵まれて、多種多様な水産物を提供してき
ました。その環境は今も生活の中に根付き、松江に特徴的な料理や食べ物を私
たちは食しています。そして、それらは観光の大きな資源として、有形無形に
貢献をしています。この恵まれた環境を大切にし、誇りを持ちながら未来に継
承し、地域の発展にも寄与していくよう努力していきましょう。

松江という恵まれた自然環境の中で伝えられてきた伝統食を残していきつつ、
多くの人々に食べていただくための知恵と工夫が必要でしょう。

100年フード宣言
我が国には、豊かな自然風土や歴史に根差した多様な食文化が存在してお
り、文化庁では、その中でも特に歴史性のあるものを文化財として登録す
る取組を進めています。
一方で、全国各地には、比較的新しいものであることなどを理由に文化財
として登録されていない食文化であっても、世代を超えて受け継がれ、長
く地域で愛されてきたものが数多く存在しています。
本事業では、そのような食文化を「100年フード」と名付けるとともに、
地域の関係者や地方自治体が100年続く食文化として継承することを宣言
する「100年フード宣言」の取組を推進していきます。
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